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研究成果の概要（和文）：次世代シーケンサーを用いて、イワナの親子判別推定に用いる3塩基および4塩基繰り返し配
列の多型的マイクロサテライトDNA(msDNA)を8遺伝子座探索した。イワナの自然集団を対象とした野外調査を実施し、2
005年から2013年までに採集された親個体と当歳魚のmsDNAデータをもとに親子判別推定を行った。また、継代飼育魚の
次世代資源への貢献度を評価するために人工河川への移殖放流実験をおこなった。その結果、天然魚・養殖魚ともに、
繁殖成功度に大きな個体差が確認され、親魚の体サイズと繁殖成功度との間に明瞭な関係は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：Tri-and tetra-motif repeat microsatellite marker loci were developed for the 
white-spotted charr (Salvelinus leucomaenis). The 454 pyrosequencing was used to discover repeat arrays, 
and eight microsatellite-primer sets, available for the estimation of polymorphisms, were identified. To 
evaluate individual reproductive success of white-spotted charr, I collected nine consecutive years DNA 
samples of white-spotted charr in a wild population. Both males and females exhibited greater variances 
in reproductive success among individuals, 0-29% (min.-max. during 2005-2013) of the mature males were 
assigned fatherhood of the offspring, and 9-100% of the mature females were assigned motherhood of the 
offspring (full-pedigree likelihood method). I also examined reproductive success of hatchery-reared 
white-spotted charr in a semi-natural artificial stream. Hatchery-reared fish also exhibited a large 
individual variation in reproductive success in both males and females.

研究分野： 魚類生態遺伝学

キーワード： イワナ　マイクロサテライトDNA　繁殖成功度　親子判別
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様 式

１．研究開始当初の背景

（１）

生態に関しては、産卵行動の観察にもとづく

繁殖成功度の記述がおこなわれ、一連の研究

によって配偶者選択や配偶相手を巡る競争

が個体の繁殖成功に関わる主要な要因であ

ることが

の限られた調査期間内での「受精に成功する

か否か」というバイナリー的指標では個体レ

ベルの繁殖成功度を定量的に把握すること

は困難である。

（２）

とする世界各地の多くの河川で、サケ科魚類

の資源維持や保全を目的とする人工孵化由

来の養殖魚（種苗）放流がおこなわれている。

日本の渓流域に

般的な増殖手法とされ、環境悪化や漁獲圧

大により

な手段と考えられている。一方、放流された

養殖魚

しているのかは、未だ科学的に

ていない。

 
２．研究の目的

本研究は、申請者が蓄積している長期野外

生態データと遺伝子データを併用し、イワナ

の繁殖成功度を推定するとともに、放流魚と

天然魚双方の次世代への貢献度を把握する

ことを目的とする。このためにマイクロサテ

ライト

年にかけての

定するとともに、移殖放流実験をおこない放

流魚と天然魚の繁殖成功度を比較する。

 

３．研究の方法

 栃木県

520m

用いたイワナの採集調査をおこな

毎に遺伝子分析用サンプルを収集

の野外

続しているものである。
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が、今後は体サイズなど親個体の競争能力に

関わる要因だけでなく、卵や稚魚の育つ環境

や生息密度など次世代の個体を取り巻く外

的要因なども考慮に入れた詳細な調査が必

要である。 
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